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1.はじめに 

現在、地方都市中心部の衰退が進行しており、このような

中心市街地における歩行者の回遊行動を見てみると、歩行者

が興味を感じた店舗に立寄るといった、うろつく行動が見受

けられない。一方人々の集まるショッピングセンター・テー

マパークといった魅力ある空間においては、このうろつく行

動が見受けられる。中心市街地の活性化策を議論するにあた

り、歩行行動を把握することは極めて重要であり、特に本研

究が着目する、うろつく行動は中心市街地で歩行者が足を止

めることから活性化へ大きな影響要因を持っていると考え

られる。 

そこで本研究は、歩行者の回遊行動におけるうろつく度合

を“うろつき度”と定義し、中心市街地の魅力との関連性を

検討する。 

 
2.うろつき行動の指標化 

うろつき度とは、歩行者の回遊行動における全行動時間中

に休憩及び買物を行なっている時間の占める割合をいい、式

1で表わす。 
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うろつき度を指標化する際、ここでは高精度

得られる運動レベルを用いて、買物・休憩時間を

運動レベルとは、高精度万歩計が記録した2分間

値であり、図1のような基準で0、0.5、1～9の

けて表わされる。運動レベルはほぼMETsに相当

は1kcal/kg/hである。これらの値は、運動レベル

0.5は立位談話などの微小運動、1～3はゆっくり

3.都市における調査 

(1)運動レベルの設定 

は速歩、7～9はジョギングといった運動強度に

動レベルのデータからうろつき度

を

査

万歩計より得られる運

算出する際に基準となる、買物及び休憩に相当する運動レ

ベルの設定を行なった。被験者は消費の動向に敏感な若い女

性を対象とし、20～30代の女性13名とした。調査日時は2003

年10月から11月の土日である。 

この調査は、高精度万歩計による実測調査とアンケート調

の2つからなる。アンケートでは、調査開始時刻、店舗へ

の到着時刻、店舗からの出発時刻、調査終了時刻を記入し、

さらに立寄った店舗名及びその店舗の業種を衣料品、食料品、

家電・家具、本・CD、飲食・娯楽の中から選ぶ。図 2は、

運動レベルと生起回数との関係を示したものである。得られ

た結果より、運動レベル 0～0.5を休憩レベル、1～2を買物

レベル、3～9を移動レベルと設定した。 
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図 1 運動レベルの決定方法 
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図2 運動レベルと生起回数の関係  

(2

本調査は店舗構成や

差が生じると予想されることから、以下に示す5つの個所

で行なった。栃木県の中心である宇都宮市からはオリオン通

り、蔵の街で有名である栃木市からは蔵の街大通り、宇都宮

に隣接する今市市からはフラワープラザ・東町商店街、栃木

県北部に位置する大田原市からは上町・下町・寺町・中央通

り商店街を選定した。また、中心市街地と同規模の敷地面積

を持ち様々な店舗が立ち並ぶ佐野プレミアムアウトレット

（以下佐野P.O）も調査対象地区として加え、他の中心市街

地との違いを見る。事前に得られた買物及び休憩レベルの設

定値をもとに同様な方法で 5 つの調査対象地区においてう

ろつき度の計測を行なった。被験者は 18～39歳の女性で、
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各地区5～9人である。調査日時は2003年10月から11月の

土日である。また、調査終了時に満足度を 10段階で評価し

てもらった。 

表1は、各調査対象地区のうろつき度の平均値である。佐

野

うろつき度の分析 

与える要素を考える。各調査対象地区

の

)フラクタル解析による分析 

る波形の複雑さは、歩行行動

の

)魅力評価とうろつき度の関係 

とフラクタル次元の関係

を

、佐野

栃
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P.Oと宇都宮市は比較的高い値が得られた。一方､栃木市、

今市市、大田原市は前者の 2 つの調査対象地区よりも 20～

30％ほど低い値をとっている。 

 表1 各都市のうろつ

 

 

 

 

4.

(1)影響要因の分析 

うろつき度に影響を

店舗構成及び道路環境とうろつき度の間の相関関係を表2

に示す。得られた単相関係数が0.7以上のものをうろつき度

との相関が強いとすると、うろつき度との間に飲食店、物販

店、平均道路幅、通過平均歩行者数は正の相関があり、空き

店舗数は負の相関があった。 

 表2 うろつき度と店

 

 

 

(2

運動レベルの変動から得られ

ばらつきを表現するため、運動レベルに対してフラクタル

解析を行なった。分析には、運動レベルの波形からフラクタ

ル次元を求め、これを都市間で比較し、うろつき度との関連

性を見る。フラクタル次元を求めるにはボックスカウンティ

ング法を用いた。表3は各調査対象地区におけるフラクタル

次元の平均値を示している。フラクタル次元の増加は、運動

レベル変動の複雑さの増加を意味する。栃木市のフラクタル

次元が最小値をとり、単調で直線的な運動レベルの波形をと

ることになる。一方、フラクタル次元が最大となった宇都宮

市においては複雑な波形をとる。 

 表3 各都市のフラクタ

 

 

 

(3

以上の分析結果から、うろつき度

図3に示す。また、都市の下には満足度の平均値を記した。

うろつき度が80%を超え、フラクタル次元が高い値をとって

いる佐野P.Oと宇都宮市では、歩行者が様々な店舗に立寄っ

ていると考えられることから、買物型の都市と言える。ここ

での満足度は5以上と比較的高い値をとっている。うろつき

度が50～60%であった栃木市、今市市、大田原市は移動の占

める割合が高く移動型の都市と言える。ここでの満足度は4

以下と低い値をとっている。しかし栃木市のみは、フラクタ

ル次元はやや低い値をとっており、これは歩行者が景色等を

見ながら一定の速度で移動しているため、運動レベルの変動

が直線に近い波形をしている。つまり栃木市は、移動型の中

でも観光地としての要素を持つため観光型の都市と言え、満

足度は高い値をとっている。また今回の調査で属する都市は

無かったが、うろつき度が高く、フラクタル次元が低いもの

に休憩型の都市が考えられる。 

 休憩型 

き度(%) 
Max. Min. Ave.

佐野P. 9
宇都宮市 92.8 88.6 90.4
栃木市 78.6 30.6 56.5
今市市 72.2 48.3 59.7
大田原市 80.5 44.0 57.1

O 97.1 84.2 91.

 

 

 

 

 

 

 

 

5．おわりに 
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